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序
神の臨在の中で 
神と一緒に過ごす時間

祈りの生活は充実している？」と、父は息子
に尋ねました。彼は、教会学校にも礼拝に
も参加している14歳の賢い男子です。とこ

ろが、彼は肩をすくめて「そんなに祈ってはいないよ」と答
えました。父は心配して「どうして？」と尋ねました。する
と息子は、「今、困っていることは、あまりないんだ」と答え
ました。 

このティーンエイジャーの正直な応答は、実は、多くの
大人が認めたくない事実ではないでしょうか。多くの大人
のクリスチャンも、困ったことがなければ祈りません。
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神と一緒に過ごす時間を取れないというのは、多くの
人に共通の悩みです。「デイリーブレッド」の寄稿者デニス・
フィッシャーはこの冊子の中で、聖書を読み、祈り、人に仕
えようと努力する人たちのために、現実的な手助けを提供
してくれます。

Our Daily Bread Ministries
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一章
問 題 

神 は、男と女を創られた後、そよ風の吹く園の中を歩き
回られたと、聖書は語ります（創世記3:8）。宇宙の創
造者は、御簾（みす）の内や天使の護衛の元に身を隠

したりはなさらず、むしろ、人と交流することを願われました。
そよ風の吹く園でアダムとエバとの交わりを楽しまれた神が、今日、
私たちとも交わろうと言われます。デボーションとは、そういうことで
す。私たちは、神の臨在や神の安心を体験し、神からアドバイスをい
ただくことができます。

私たちは有意義な「静思の時（デボーション）」をしたいと願いな
がらも、それは難しいと感じています。  そして、すべきことをしてい
ないと罪意識を感じているかもしれません。しかし、霊性は一週間に
何回デボーションしたかで決まる、と考えるのは間違いです。デボー
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ションは、予定をこなしたか否かでなく、心の問題です。

d
大学二回生の頃、私は自己管理ができませんでした。あれやこれや

に時間を取られて、課題を期限までに提出できないし、試験勉強に集
中することもできません。時間のやりくりがつかず、できないまま放っ
ておくこともありました。ついには、きちんとできないだけでなく、どう
すればよいのか、予定を立てることさえできなくなっていきました。

ある日、思い切って教授に相談しました。すると、その日の優先順
位を決めなさいと言われました。私は、彼の言葉に沿って考える中
で、最優先は神と過ごす時間だと思いました。何はともあれ、毎日、こ
のことだけはやっておきたいと思いました。それならば、一日の始めに
やろう。そうすれば、このことだけは必ずできるだろうと思いました。

しかし次の日の朝、前日の勢いはありませんでした。「静思の時」
は、大きな努力の割に報いが小さいように思われました。要するに、
やる気が起きなかったのです。

私は、神に告白しました。「僕の心は冷たくて、神さまといっしょに
過ごす気分になれません。」そして、そんな自分を赦してくださってい
ることを感謝しました。私は、自分のやる気になれないその気分を神
に取ってもらおうと決めました。そして、無気力でぐずぐずした自分を

  「静思の時」は、神と会話するために取る特別な時のことです。通
常は毎日決まった時間にします。そして、祈り、聖書の黙読、瞑想など
をしますが、そのことを「デボーション」といいます。
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明け渡しますから、その代わりに神の活力をくださいと祈りました。
私は、もう一度、その日の聖書個所を読みました。そして、「私を内側
から変えてください。また、今日の勉強について、ベストを尽くすこと
ができるように助けてください」と祈りました。

その朝、教室に向かう足取りは軽やか
でした。授業にも集中でき、何よりも、以
前はできなかった「自分を律する」という
ことができました。その学期は、成績も上
がりました。神との約束の時間を守れるよ
うにと祈りつづけると、神は祈りに応えて
くださり、必要な力が与えられました。

預言者イザヤは、主を待ち望む者は
新しく力を得ると語りましたが（イザヤ
40:31）、この約束は、古代イスラエル人だ
けでなく、今日の私たちに対する約束で
もあります。ここで「新しく」と訳されて
いるヘブル語の単語は、「取り換える」と
か「新鮮さを示す」とか「芽を出す」とい
う意味です。「待ち望む」という姿勢は、
受け身ではありません。人間の努力を神の力に取り換えるという、
積極的な姿勢です。自分の知らない深い所に宿っている、意思や決
意を固くする力を見つけて汲み出さなければならない、というので
はありません。むしろ、神のエネルギーを求めなくてはなりません。
私を強くしてくださいと求めるのです。

デボーションとは、
そういうことです。
私たちは、神の臨
在や神の安心を体
験し、神からアドバ
イスをいただくこと

ができます。
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私たちの模範
神と過ごす時間について考えるとき、イエスを模範にするなら最高で
す。イエスは地上の生活の中で、ご自分に宿る神の力を用いることを
抑制されました。イエスは完全に神なのに、天におられる父と、ご自
分の内に住まれ、ご自分を通して働かれる聖霊とに依存されました。
この依存は、イエスが天の父とふたりで過ごす時間をどれほど大切
になさっていたかを見れば明らかです。福音書は、イエスが追いかけ
る群衆から離れて寂しい場所に行き、天の父と交わっておられたこと
を記しています。

マルコの福音書1章32節から39節は、そのような個所のひとつで
す。「さて、イエスは、朝早くまだ暗いうちに起きて、寂しい所へ出て
行き、そこで祈っておられた」（マルコ1:35）。ここをよく見て分かるこ
とは、主イエスにとってデボーションは、大きなインパクトを与える大
切なものだったということです。前日の夜、イエスは多くの病人や悪
霊につかれた人を癒されました。そして朝が来ると、積極的に出て行
き、神と交わる時間を取られました。きっとこの時間に霊性を整えら
れたのでしょう。

  イエスが静かな場所に退いて祈られたことを記す聖書個所:  
マタイ26:36以降, マルコ1:35, 6:46, 14:32-39, ルカ5:16, 6:12,  9:18, 11:1, 
22:41以降, ヨハネ18:1
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私たちの妨げと神の導き

「シモンとその仲間はイエスの後を追い、見つけると、『みんなが
捜しています』と言った。イエスは言われた。『近くのほかの町や
村へ行こう。そこでも、わたしは宣教する。そのためにわたしは出
て来たのである。』」（マルコ1:36-38）
ここで「見つける」と訳されている単語

は、「追跡して捕まえる」という意味です。
シモン（ペテロ）と仲間は、「今日の予定は
こうです」と言わんばかりに、「みんなが捜
しています」と伝えました。彼らはイエス
のデボーションのじゃまをしたのに、何と
も思わなかったのでしょうか。

イエスは冷たいと思われても平気でし
た。真のデボーションによって、周りの人
に対して鈍感になるでしょうか。いいえ、
むしろ逆です。神と時間を過ごすことによ
って、イエスはより大きなミッションに向か
おうとされ、「人の子は、失われた人を捜
して救うために来たのです」と言われまし
た。目の前にいる人の必要だけに振り回さ
れていては、世の人の救いという神のみこ
ころをないがしろにしてしまいます。イエ
スの決心は神の御前に静まる時を通して
固められていきました。

自分の知らない深
い所に宿っている、
意思や決意を固く
する力を見つけて
汲み出さなければ

ならない、というの
ではありません。 

むしろ、神のエネル
ギーを求めなくて

はなりません。私を
強くしてくださいと 

求めるのです。
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イエスが神と過ごす時間は、充実した交わりのときでした。イエ
スはそこで、ご自分の使命を果たす力と方向性を手にされました。も
し、自分のデボーションからイエスと同じような結果を得ようと願う
なら、イエスの模範に従い、聖霊に助けていただいて、神のみことば
に自分を適応させなければなりません。自分のすべてを変えるため
に、聖書のみことばに感化されなくてはなりません。

もし、神とふたりで過ごす時間を、一日一回の霊的オアシス、もし
くは、霊的日課だと考えるなら、信仰生活とその他の生活を分離させ
るという罠に陥ってしまうでしょう。このような間違いを犯してはい
けません。神と過ごす時間は、私たちの命綱です。エデンの園の昔か
ら今に至るまで、神はご自分の民の人生の同伴者でありたいと願って
おられます。

 祈りを通して決心が固まっていった一例は、十字架にかかられる
前夜のゲツセマネの園での祈りです。イエスは「わが父よ。どうして
も飲まずには済まされぬ杯でしたら、どうぞみこころのとおりをなさ
ってください」と祈られました（マタイ26:42）。
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二章
準 備 

愛 し合っている人たちは、密度の濃い時間を共にしたい
と願うものです。そして、そうするためには、愛に加え
て自己管理が必要です。ふたりでいる時間を意識して

作らなければなりません。
神と充実した時間を過ごしたいと思う人も、それと同様です。イ

エスは、ひとりになる時間を意図的に作られました。私たちも、それ
に倣うべきです。私たちは、時間が来たらデボーションをしようと考
えて一日を始めますが、次々と用事に追われて、その日が終わってし
まいます。しかし、神の臨在の真ん中に自分を置くならば、ものごと
の見方が正されます。そして、デボーションを優先しようとするでし
ょう。
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神との関係を深めるには、自己管理
が必要です。使徒パウロは、コリント人へ
の手紙第一の9章で運動選手を例に挙げ
て、自制について述べています。

オリンピックを目指すアスリートは、ト
レーニングの妨げになるものを極力避け
ようとします。自分を律して厳しい練習を
し、綿密に食事の管理もします。日々のデ
ボーションについても同様です。神の力に
よって自分を訓練し、それを優先していく
なら、驚くような成果が生まれます。

以下のヒントが役立つはずです。
現実的な目標を立てましょう。文才に恵まれた学生がいました。し
かし、彼は提出期限を守れません。なぜなら、良いものが書けない
なら書かないと言うからです。しかし、この完全主義は彼の益にはな

神の臨在の真ん中
に自分を置くならば、
ものごとの見方が

正されます。

  また闘技をする者は、あらゆることについて自制します。彼らは朽
ちる冠を受けるためにそうするのですが、私たちは朽ちない冠を受
けるためにそうするのです。ですから、私は決勝点がどこかわからな
いような走り方はしていません。空を打つような拳闘もしてはいませ
ん。私は自分のからだを打ちたたいて従わせます。それは、私がほか
の人に宣べ伝えておきながら、自分自身が失格者になるようなこと
のないためです。（Ⅰコリント 9:25-27）



	 準備� 13

らず、むしろ成績を悪くしました。私たちはデボーションに関して、こ
の青年のようではないでしょうか。こうあるべきという姿にならない
なら、やらない方が良いという考えです。

しかし、神と向き合う時間にとって大切なことは、完全か否かでは
なく、前進するかしないかです。不完全でも意識的にする方が、完全
にできないのでやらないよりずっとましです。万事が整うということ
は、めったにありません。そんなことを待っているなら、全くできない
かもしれません。

場所を見つけましょう。著書「神と人間と
の対話」の中でC.S.ルイスは、デボーショ
ンについて驚く提案をしています。彼のア
ドバイスは、程良い妨害があると集中でき
るというものです。彼は、静か過ぎると他
のことを考え出すので、電車でデボーショ
ンをしているという人を紹介しています。
電車の騒音があると、集中しようとするの
で、集中力を助けるというのです。秘密の
洞窟のような静かな場所などありません。
各々が自分に適した場所を探さなければ
なりません。

神と向き合う時間
というのは、完全か

否かではなく、 
前進するか 

しないかです。

  あわただしさだけでなく、完全主義は、神と静かな時を過ごすこ
とを妨害します。少しでもすることは、全然しないよりずっと良いの
です。
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決まった時間を決めて取っておきましょう。多くの人が、朝一番にデ
ボーションをするように勧めます。聖書を読むまでは、朝食は食べな
いと言った人もいました。それは、その人にとっては良かったでしょ
うが、あなたの代謝や職業、ライフスタイルによっては、午後のひと
時や夜の方が適している場合もあります。人はそれぞれ違うのです
から。

聖書は、何時であっても神と過ごすように勧めます。ダビデは「朝
にあなたの恵みを聞かせてください」と祈ります（詩篇143:8）。しか
し、「夕、朝、真昼、私は嘆き、うめく。すると、主は私の声を聞いてく
ださる」とも語ります（詩篇55:17）。「私の目は夜明けの見張りより
も先に目覚め、みことばに思いを潜めます」とも述べています（詩篇
119:148）。 また、ダニエルは1日に3度祈りました（ダニエル6:10）。詩
篇一篇は、「主のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさ」ん
でいる祝福された人について述べます（2節）。

神と過ごす時間をいつにするかは、あなた次第です。あなたに合
わせてよいのです。一番大切なことは、毎日その時間を守り、聖書の
みことばを通して神があなたに語り、あなたが応答の祈りをするとい
うことです。

何時何分と厳密に決めても、これこれの後というように緩やかに
決めてもよいので、予定を立てましょう。ダイアリーに書き込むなり、

 キリスト教の伝統の中では、多くの場合、朝、日中、夕方と、祈りの
時間が決まっていました。これは、祈りの生活を築くための訓練のひ
とつでした。
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スマホのスケジュール管理に入れるなりし
て、その時間を確保しましょう。

時間を短くして、着実に続けられるよう
にしましょう。音楽の教師は、「毎日15分
練習するほうが、週に二度、何時間も練
習するより上達する」と言います。この原
則は、デボーションにも当てはまります。
毎日15分を必ず確保して着実に続ける方
が、忙しくてできない日を作り、別の日に
長い時間を取って穴埋めをするよりお勧
めです。無理のない短い時間で始めて、習
慣がついてきたなら、時間を延ばしていくことも可能です。どれぐら
いの時間を割くかを祈って決めたなら、スケジュール帳に書き込み
ましょう。

神と過ごす時間を
いつにするかは、 
あなた次第です。 

あなたに合わせて
よいのです。
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三章
訓 練 

自 己管理さえすればデボーションができるわけではありま
せん。人間関係はコミュニケーションを重ねることで形
成されます。その際、一方通行ではなく、相互に聴き、相

互に語ることが大切です。

神が語られる。その昔、神は民に直接、話をされました。第一サムエ
ル記3章21節は、「主のことばによって、主がご自身をシロでサムエル
に現された」と語ります。「現された」と訳されたへブル語の単語の
意味は、「おおいを取り除ける」とか「啓示する」です。創造主が、ご
自身の考えや品性、また意志をしもべに開示されたのです。一方、今
日では、神のコミュニケーションはおもに聖書を通して行われます。
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私たちが聖書を読むときに、聖霊が私たちの心を教え導いてくださ
います。

神のみことばの自習を実のあるものにするためには、聖霊の助け
を得つつ、次のようなプロセスを踏んでいくとよいでしょう。

まず、その文字通りの意味を把握します。みことばを、その文脈の
中でとらえます。聖書のみことばが、その時代とその文化の中で何
と述べているかを把握します。

次に、その意味することは何だろうと考えます。意味は、文脈中の
人々に限られたことではありません。聖書のみことばには核となる
霊的な真理があり、それは時代を超えます。そのみことばが今日の
私たちに何を語っているかを考えましょう。

最後に、それに自分をどう適応させるかと考えます。聖書の中に見
つけた原理原則に沿って神に自分を変えていただこうと決心する
なら、聖霊は、私たちの考え方や会話の内容、人や物事に対する
姿勢や態度などを変えてくださいます。「どう適応させるか」とは、
すなわち、「このみことばを学んだ結果、自分はどう変わるべきだ
と思うのか」という質問なのです。

 昔、レクティオ・ディヴィナ（ラテン語で『神聖な読書』という意
味）と呼ばれた演習は、聖書を読み理解する一助であったかもしれ
ません。レクティオ・ディヴィナは、聖書をゆっくりと熟考しながら
祈るもので、聖書のページを通して神の声を聞こうとするものでし
た。
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私たちは神に応答する。あなたは、思いの丈を打ち明ける手紙を書
いたことがありますか。もし、そういう手紙を送った相手から返事
が来て、中を開けてみると、自分の書いたことにはまったくふれず、
その人が願っていることや心配していることばかりが書かれていた
ら、どんな気持ちになるでしょう。

聖書は天の父からの愛の手紙です。
聖書は、天の父の愛がどれほど深いか
を示す物語です。それなのに、私たちは
聖書を読んだ後に祈る場合でも、自分
のことばかりを伝えようとします。神の
手紙に応答するのではなく、自分の差し
迫った必要に集中してしまいます。

私たちは、どんな心配ごとでも、神に
祈ることができます。しかし、忘れない
でください。あなたは今、神のみことば
を読んで、神が何に心を寄せておられ
るかを知ったのです。読んだことについ
て、何と思うか、神に応えましょう。神の
約束に感謝しましょう。神の教えを喜び
ましょう。聖霊に指摘されたことを悔い
改めましょう。神の品性を発見して、大いに喜びましょう。キリスト
のように作りかえられることを切に願って行動する中で、その日のみ
ことばの意味がよくわかるように、また深く理解できるように祈りま
しょう。

「どう適応させるか」
とは、すなわち、 

「このみことばを 
学んだ結果、 

自分はどう変わる
べきだと思うのか」

という質問です。
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ダニエル書6章10節は、ダニエルがいつも「日に三度、ひざまずき、
彼の神の前に祈り、感謝していた」と述べています。彼は大変な状況
に置かれていましたが、自分の願いを神に申し上げると、彼の祈りの
ときは感謝で満ち溢れました。私たちの祈りも同じように、神の品性
や神のみわざを思って感謝に満ち溢れているべきです。

ノートをつける。デボーションのときに気づいたことをノートに記して
いくと、自分の傾向が分かります。ノートをつけていたからこそ気づ
いた信仰の前進もあります。以下のような、簡単なもので十分です。

デボーション・ガイド
日付: ________________________________________________________________________________

聖書個所: _________________________________________________________________________

気づいたこと:____________________________________________________________________

________________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

適応すること: _________________________________________________

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________

祈り:� _______________________________________________________________________________ 

__________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________
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ノートをつけると、学んだことが思い
出しやすくなりますし、生き生きとしてき
ます。こうして学んだことから一日中、影
響を受けつづけることができます。

イエスは完全なお方だったのに、常に
神と共におられようとなさいました。つ
まり、地上の生活を、すべての人間がそう
あるべき姿で送られました。イエスは、
天の父に頼りきって生きられたのです。イ
エスの人生は、天の父に従いきった人生
でした。私たちは、前述のイエスの「静思
の時」から洞察を得ることができます。
また、神とともに過ごした時間のインパ
クトを一日中失わない方法も、イエスか
ら学ぶことができます。

イエスは地上の生
活を、すべての人間
がそうあるべき姿
で、つまり、天の父
に頼りきって生きら

れたのです。
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四章
報 酬 

デ ボーションをしたのに、一日がうまくいかなかったと感じ
たことはありますか。聖書を読んで祈った時間と労力は、
自分の問題に何の役割も果たさなかった。デボーション

はデボーション、現実の出来事は現実の出来事…。もしそうなら、そ
れは区画化です。すなわち、霊的な生活と普段の生活を住み分けて
いるのです。しかし、それは神のみこころではありません。神は、私た
ちと共に歩んで、生きることに格闘している私たちを助けたいと願っ
ておられます。

 強くあれ。雄々しくあれ。彼らを恐れてはならない。おののいては
ならない。あなたの神、主ご自身が、あなたとともに進まれるから
だ。主はあなたを見放さず、あなたを見捨てない。（申命記31:6）
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ルカの福音書24章13節から32節には、エマオに向かっていたふた
りの弟子にイエスが現れてくださったときのことが記されています。こ
こには、神と一日中会話することに関連する洞察が示されています。

「ちょうどこの日、ふたりの弟子が、エルサレムから十一キロメー
トル余り離れたエマオという村に行く途中であった。そして、ふた
りでこのいっさいの出来事について話し合っていた。話し合った
り、論じ合ったりしているうちに、イエスご自身が近づいて、彼らと
ともに道を歩いておられた。しかしふたりの目はさえぎられてい
て、イエスだとはわからなかった。」（ルカ24:13-16）

この日、エルサレムからエマオに向かっていたふたりについては、
ほとんど何も分かっていません。しかし聖書は、彼らの心は葛藤して
いたと示しています。彼らは落胆し、失望していました。そして、「話し
合ったり、論じ合ったりしているうちに、イエスご自身が近づいて、彼
らとともに道を歩いて」いかれました（15節）。よみがえられたイエス
が、旅の道連れになってくださいました。何と素晴らしいことでしょ
う。イエスは、私たちともいっしょに歩んでくださいます。人生は旅路
です。そしてイエスは、私たちの旅の道連れになって、山あり谷ありの
道をいっしょに歩んでくださいます。たまに休憩所で会話するだけで
なく、それ以上のことを求めておられます。

でこぼこを知る。人生のチャレンジのひとつは、挫折や矛盾と向き合
うことです。私たちの思いが乱れるのは、私たちの視野に限りがある
からです。私たちは一部分しか見ることができません。エマオに向か
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っていたふたりの弟子の問題は、まさにそうでした。色々なことが起
こっただけではなく、それらのことは、彼らが予測していたことの真逆
でした。イエスはふたりの葛藤をご覧になり、声をかけられました。

「イエスは彼らに言われた。『歩きながらふたりで話し合ってい
るその話は、何のことですか。』すると、ふたりは暗い顔つきにな
って、立ち止まった。クレオパというほうが答えて言った。『エルサ
レムにいながら、近ごろそこで起こった
事を、あなただけが知らなかったので
すか。』イエスが、『どんな事ですか。
』と聞かれると、ふたりは答えた。『ナ
ザレ人イエスのことです。この方は、神
とすべての民の前で、行いにもことば
にも力のある預言者でした。それなの
に、私たちの祭司長や指導者たちは、
この方を引き渡して、死刑に定め、十
字 架につけたのです。しかし私たち
は、この方こそイスラエルを贖ってく
ださるはずだ、と望みをかけていまし
た。事実、そればかりでなく、その事があってから三日目になりま
すが、また仲間の女たちが私たちを驚かせました。その女たちは
朝早く墓に行ってみましたが、イエスのからだが見当たらないの
で、戻って来ました。そして御使いたちの幻を見たが、御使いたち
がイエスは生きておられると告げた、と言うのです。それで、仲間
の何人かが墓に行ってみたのですが、はたして女たちの言ったと

人生のチャレンジの
ひとつは、 

挫折や矛盾と向き
合うことです。
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おりで、イエスさまは見当たらなかった、というのです。』」（ルカ
24:17-24）

イエスの質問に答えて、ふたりはなぜそ
んなに思い乱れているのかを説明しまし
た。彼らの話を要約すると、「ナザレ人イエ
スはイスラエルをあがなうメシヤだと期待
していたのに、彼は十字架につけられてし
まい、自分たちを含む多くの人の希望が失
せてしまった。その上、イエスの墓は今は
空だという。また、仲間の何人かは天使を
見たと言っている」というものです。

このふたりは、ほんの数日前には期待
で胸を膨らませて、イエスとともに歩んで
いたのです。それなのに、すべての夢が断
たれてしまいました。彼らは世界、特に最
近の出来事を、鍵穴を通して見ていたので
す。人間は限界のある生き物で、どんな状
況であっても、その一部分しか見ることが
できません。 

彼らは世界、特に
最近の出来事を、
鍵穴を通して見て
いました。人間は
限界のある生き物
で、どんな状況で 

あっても、その一部
分しか見ることが

できません。

  神は無限なので私たちには十分に理解できませんが、そのことが
神を求める妨げになってはなりません。私たちが神のすべてを分か
ることは決して無いでしょう。しかし、それでも神を知ることはでき
ます。神は私たちとの深い関わりを望んでおられます。
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このふたりは、自分が知っていると思っていたことに実体験が一致
しないので、葛藤していました。私たちも同じような体験をします。

私たちの限りある力では全体像を見渡せないので、私たちの信じ
ていることと、つじつまの合わないように見えることが起こるかもし
れません。自分が期待したように祈りが応えられなかったり、不幸と
しか言えないようなことが起こったりしても、自分の理解力には限界
がある、ということを忘れてはいけません。

イエスは私たちに、心配ごとを話して欲しいと思っておられま
す。私たちの話（些細なことでも、大きな
ことでも）にいつでも耳を傾けてください
ます。イエスとその信徒には特別な絆が
あるので、どんな状況にいたとしても、祈
り心で思いの丈を打ち明けることができ
ます。

イエスに説明してもらおう。このふたりの
望みは、完全に断たれたように見えました
から、さぞかし絶望していたことでしょう。
しかし、イエスが彼らの体験を聖書に照ら
されると、新しいことが見えてきました。

「するとイエスは言われた。『ああ、愚
かな人たち。預言者たちの言ったすべ
てを信じない、心の鈍い人たち。キリス
トは、必ず、そのような苦しみを受けて、

自分の信じている
こととつじつまの合
わないことが起こっ
たと思うのは、人は
全体を見ることが
できないからです。
自分の理解力には
限界があるという

ことを忘れては 
いけません。
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それから、彼の栄光にはいるはずではなかったのですか。』それ
から、イエスは、モーセおよびすべての預言者から始めて、聖書全
体の中で、ご自分について書いてある事がらを彼らに説き明かさ
れた。」（ルカ24:25-27）

「ああ愚かな人たち」などというのは、ずいぶん失礼に聞こえます
が、原語のギリシャ語を直訳すると「知識の無い人たち」となります。
このふたりは物語の全容を知らなかったのです。

イエスはふたりの問題を解決する唯一のもの、すなわち追加の
情報を提供されました。偉大な教師であるイエスは聖書のみことば
から、ここ数日の出来事は驚くに値しないことを教えてくださいまし
た。救い主キリストは、栄光を受ける前に苦しまなければならないと
の啓示を表されました。

私たちがここで学ぶべきことは、自分にも失望し、苦悩するとき
もあるかもしれない。しかしそれは、自分には広い視野で見るため
の知識がないからだ、ということです。主はみこころのときに、すべ
てを明らかにしてくださいますが、それは、キリストの再臨のときか

 この25節で「愚か」と翻訳されている単語は、ガラテヤ人への手
紙3章1節と3節で、使徒パウロが用いている単語と同じです。パウロ
は、ガラテヤ人の愚かさは知識と行動の両面だと述べます。つまり、
「愚か」とは、無知というだけではなく、知っているのにそれに基づ
いて行動しないことだと語ります。



	 報酬� 29

もしれません。状況にかかわらず、教えや
すい柔軟な生徒であること、また、教師
であるキリストから毎日教えを請うことに
よって、私たちの信仰や知性は育っていき
ます。

神の御業を待つ。よみがえられたキリ
ストと有意義な交わりをするならば、この
お方ともっといっしょにいたいと思いま
す。このふたりもそうでした。目的地に着
いた後も、イエスと離れたくないと強く思
いました。

「彼らは目的の村に近づいたが、イエ
スはまだ先へ行きそうなご様子であっ
た。それで、彼らが、『いっしょにお泊まりください。そろそろ夕刻
になりますし、日もおおかた傾きましたから。』と言って無理に願
ったので、イエスは彼らといっしょに泊まるために中にはいられ
た。」（ルカ24:28-29）

彼らは歩きながらイエスに教えてもらいました。しかし、もっと聞
きたいと思って、「いっしょにお泊りください」と無理に願いました。

イエスは彼らと夕食をともにされました。そして、神の臨在が、超
自然的な御業を可能にしました。日常的な普通のことにイエスを招
き入れると、どんなところにでも、神の御業を成す道が開かれます。

教えやすい柔軟な
生徒であること、 

また、教師である 
キリストから毎日 
教えを請うことに 

よって、信仰や知性
は育っていきます。
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「彼らとともに食卓に着かれると、イエスはパンを取って祝福し、
裂いて彼らに渡された。それで、彼らの目が開かれ、イエスだとわ
かった。するとイエスは、彼らには見えなくなった。そこでふたりは
話し合った。『道々お話しになっている間も、聖書を説明してくだ 
さった間も、私たちの心はうちに燃えていたではないか。』」（ルカ
24:30-32）

イエスは食卓に着き、パンを取って祝福し、裂いて彼らに渡されま
した。そこで、彼らの目が開かれて、イエスだと分かりました。それま
では、「目はさえぎられていて、イエスだとはわからなかった」のです
（16節）。しかし、今や誰であるか分かりました。

急にイエスだと分かり、そしてすぐに姿が見えなくなったので、ふ
たりはびっくりしたかもしれません。しかし、彼らはイエスとともに歩
き、聖書を教えていただいたときのことを思い出しました。神の洞察
力と神の権威をもって、聖書が解き明かされたとき、ふたりの心は燃
えていました。

「彼らの目が開かれ」（31節）の「開く」と、「聖書を説明してくだ
さった」（32節）の「説明する」には同じギリシャ語の単語が用いられ

 神は、私たちの日常の生活に関心を寄せておられます。このこと
は、イエスが弟子たちに教えてくださった祈りから明らかです。祈り
を教えてくださいと弟子たちに言われて、イエスは天の御国について
だけではなく、日々の食べ物や人を赦すことなど、日常の生活に関わ
ることも祈るように教えられました。（マタイ6:8-15、 ルカ11:1-4）
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ています。イエスは聖書の真理を彼らの前
に「開いて」くださったのです。

聖書の中にキリストを見て、自分自身
の体験の中にもキリストを見るという体
験は、「静思の時」という限定された時間
にだけでなく、一日を通して起こるべきこ
とです。

d

人間関係を育てるのは容易ではありま
せん。努力、自己管理、コミュニケーショ
ン、忍耐、信頼、時間など、大変さが伴い
ます。神との関係を育てることも同じで
す。この冊子は、読者を励ますために書か
れました。頑張って、計画を立てて、神とい
っしょに前進しようとする方の助けとなれば幸いです。聖書を読み、
祈る時間を作りましょう。このようにして、神とともに過ごす時間を作
りましょう。神と話し合ったことを生活のすべての分野に取り入れま
しょう。神の御声に耳を澄ましましょう。そして、神とたびたび話し合
いましょう。そうするなら、あなたの信仰は成長し深くなります。きっ
と、努力した甲斐は十分にあったと思えることでしょう。 

聖書の中にキリスト
を見て、自分自身の

体験の中にも 
キリストを見る…。

これは、「静思の時」
という限られた時

間だけでなく、 
一日を通して起こる

べきことです。




